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学
び
直
し
・
テ
ー
マ
「
日
本
の
古
代
史
」 

  

は
じ
め
に 

  

私
（
筆
者
）
が
、
学
び
直
し
の
最
初
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
と
し

て
「
日
本
の
古
代
史
」
を
掲
げ
た
の
は
、
日
本
人
と
し
て
「
自
分

の
国
の
歴
史
、
国
の
始
ま
り
」
を
知
っ
て
い
て
当
然
の
思
い
か
ら

だ
。
こ
の
歳
（
八
十
過
ぎ
）
に
な
っ
て
知
ら
な
い
の
は
と
て
も
恥

ず
か
し
い
。
外
国
の
人
か
ら
聞
か
れ
た
ら
、
大
学
生
や
高
校
生
に

な
る
自
分
の
孫
た
ち
に
聞
か
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
な
ど
の
思
い

か
ら
で
も
あ
る
。 

 

何
十
年
も
前
の
自
分
の
大
学
受
験
を
思
い
出
す
。
現
代
国
語
、

英
語
、
世
界
史
で
受
験
し
た
。
日
本
史
よ
り
少
し
は
世
界
の
歴
史

を
知
っ
て
い
る
。
な
お
さ
ら
恥
ず
か
し
い
思
い
が
す
る
。
し
か
も

高
校
は
工
業
高
校
で
、
工
学
系
の
専
門
科
目
が
多
く
歴
史
は
素
通

り
、私
の
小
学
・
中
学
で
の
歴
史
教
育
は
戦
前
の
皇
国
史
観
か
ら
、

新
し
い
歴
史
教
育
へ
移
行
す
る
さ
な
か
に
あ
っ
た
。
歴
史
教
育
に

力
を
注
ぐ
環
境
で
も
な
か
っ
た
。
従
っ
て
私
に
は
本
格
的
に
歴
史

を
学
ん
だ
と
い
う
記
憶
が
な
い
。
日
本
の
歴
史
を
何
も
語
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
従
っ
て
、
冒
頭
の
「
学
び
直
し
」
と
い
う
よ
り
、

初
め
か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
大
野
） 

日
本
の
古
代
史
・
目
次 

 

第
一
章
「
教
科
書
の
古
代
史
」…

わ
が
ク
ニ
の
始
ま
り 

日
本
の
先
史
・
古
代
史
が
熱
い
。
考
古
学
な
ど
の
研
究
成
果
を
受
け
て
、

古
代
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
か
つ
て
学
校
で
習
っ
た
知

識
は
古
び
て
、
い
ま
や
通
用
し
な
い
。 

 

第
二
章
「
古
代
史
の
論
争
」…

東
大
と
京
大
の
学
派 

 

日
本
の
古
代
史
で
史
学
会
や
考
古
学
会
の
論
争
点
は
、
魏
志
倭
人
伝
に

伝
え
ら
れ
る
倭
人
＝
卑
弥
呼
の
倭
国
＝
邪
馬
台
国
は
何
処
に
あ
っ
た
か

…

こ
の
論
争
は
古
く
は
、
江
戸
時
代
、
さ
ら
に
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
は

京
大
と
東
大
が
、
大
和
か
九
州
か
、
で
論
争
に
な
っ
て
い
た
。 

 

第
三
章
「
古
代
史
の
論
争
」…

国
や
地
方
の
研
究
機
関
の
傾
向 

 

研
究
機
関
の
専
門
研
究
員
の
学
説
も
九
州
か
大
和
か
に
。…

「
橿
原
考

古
学
研
究
所
」
は
「
纏
向
遺
跡
」
の
発
掘
す
る
機
関
だ
が
、
研
究
員
の
調

査
論
文
も
、
九
州
説
と
大
和
説
に
分
か
れ
て
い
る
。 

 

第
四
章
「
古
代
史
の
論
争
」…

こ
の
テ
ー
マ
の
私
の
卒
論 

 
私
な
り
の
こ
の
テ
ー
マ
の
「
卒
論
」
を
書
き
た
い
。
先
達
の
先
生
・
研

究
者
の
学
説
・
論
説
に
対
し
て
、「
な
る
ほ
ど
」
と
感
じ
る
と
こ
ろ
、「
ど

う
な
の
」
と
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
、
そ
し
て
「
私
な
ら
こ
う
考
え
る
」
と

こ
ろ
、
そ
こ
か
ら
自
分
の
考
え
を
導
き
だ
し
た
い
。（
大
野
） 
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第
一
章
「
教
科
書
の
古
代
史
」…

わ
が
ク
ニ
の
始
ま
り 

■
歴
博
（
れ
き
は
く
）
の
子
供
向
け
古
代
史 

 

我
が
国
の
初
等
教
育
（
義
務
教
育
の
小
学
校
・
中
学
校
）
で
、

今
現
在
（
二
〇
二
四
年
）、
日
本
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い

る
か
、
そ
こ
か
ら
知
り
た
く
な
っ
た
。
恥
ず
か
し
い
話
だ
が
、
地

元
の
図
書
館
に
は
「
教
科
書
」
が
な
い
こ
と
も
今
回
で
知
っ
た
。

い
ま
さ
ら
教
科
書
を
購
入
す
る
の
も
考
え
も
の
だ
し
、
ネ
ッ
ト
で

色
々
調
べ
て
み
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
出
版
物
に
「
わ
く

わ
く
探
検 

れ
き
は
く
日
本
の
歴
史 

一
先
史
・
古
代
」（
吉
川
弘

文
堂
）
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

  

刊
行
の
こ
と
ば
と
し
て…

 

み
な
さ
ん
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
れ
き

は
く
」
と
い
う
愛
称
で
知
ら
れ
る
私
た
ち
の
博
物
館
は
、
日
本
で

た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
、
先
史
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
の

歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
展
示
し
て
い
る
博
物
館
で
す
。
今
回
、
れ

き
は
く
の
展
示
物
や
資
料
を
使
っ
て
、
み
な
さ
ん
自
身
で
日
本
の

歴
史
を
探
検
で
き
る
よ
う
な
「
紙
上
博
物
館
」
を
つ
く
り
ま
し
た 

…

と
述
べ
て
い
る
。 

さ
ら
に
巻
末
（
裏
表
紙
）
に
は
、
内
容
に
触
れ
て…

 

日
本
列
島
に
は
、
い
つ
人
類
が
住
み
始
め
た
の
か
な
？ 

水
田

稲
作
は
人
々
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の
か
な
？ 

な
ぜ
巨

大
な
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
の
か
な
？ 

日
本
が
国
家
と
し
て
ま
と

ま
る
ま
で
の
三
万
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
！

（
文
中
の
ふ
り
が
な
省
略
）…

 

と
、
小
学
生
を
対
象
に
し
て
い
る
よ
う
な
表
現
で
語
り
か
け
て
い

る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
現
在
の
初
等
教
育
の
教

科
書
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。 

  

こ
の
「
日
本
の
歴
史 

一
先
史
・
古
代
」
は
、
企
画
・
統
括
か

ら
本
巻
編
集
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
執
筆
者
ま
で
、
す
べ
て
が

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
研
究
部
の
史
学
（
注…

文
献
学
）・
考
古

学
の
教
授
・
準
教
授
が
担
当
し
て
い
る
（
大
学
・
大
学
院
の
教
授

ク
ラ
ス
）。
掲
載
内
容
で
「
歴
博
」
と
し
て
の
考
え
、
傾
向
は
知
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

特
に
、
現
在
の
史
学
・
考
古
学
の
争
点
に
な
っ
て
い
る
、
邪
馬

台
国
は
畿
内
（
大
和
）
か
、
北
部
九
州
か
、
卑
弥
呼
・
台
与
と
ヤ

マ
ト
政
権
と
の
関
係
な
ど
、
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

こ
こ
で
は
、
弥
生
時
代
の
「
卑
弥
呼
と
邪
馬
台
国
」
か
ら
古
墳

時
代
の
「
ヤ
マ
ト
王
権
」
ま
で
の
「
倭
の
国
＝
ク
ニ
」
と
し
て
、

ま
と
ま
り
は
じ
め
の
段
階
に
、関
す
る
記
述
を
取
り
上
げ
て
み
た
。 
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●
四
章
「
倭
の
登
場
」（
三
三
頁
～
） 

  

古
い
中
国
の
書
物
（
注…

魏
志
倭
人
伝
）
に
は
、
弥
生
時
代
の

人
た
ち―

倭
人―
が
中
国
に
来
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
の
日
本
列
島
で
は
、
九
州
北
部
や
日
本
海
沿
岸
、
今
の
近
畿

や
関
東
ぐ
ら
い
の
ひ
ろ
が
り
で
、
人
々
の
つ
な
が
り
が
見
え
は
じ

め
ま
す
。 

 

地
域
を
代
表
し
た
王
も
登
場
し
て
き
ま
す
。
中
国
や
朝
鮮
半
島

の
交
流
は
、
日
本
列
島
の
各
地
の
様
子
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。 

 

●
コ
ラ
ム
四
「
倭
王
へ
の
道
」（
四
二
頁
～
） 

  

弥
生
時
代
の
後
半
に
各
地
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
、
や
が
て

一
人
の
王
の
下
に
つ
な
が
る
し
く
み
を
つ
く
り
だ
し
ま
し
た
。
倭

王
の
誕
生
で
す
。日
本
列
島
の
各
地
で
は
、同
じ
お
墓
の
か
た
ち
、

同
じ
く
ら
し
ぶ
り
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

倭
王
の
お
墓
の
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
巨
大
な
前
方
後

円
墳
で
す
。
各
地
の
王
は
、
倭
王
と
同
じ
形
の
お
墓
を
作
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
王
が
も
つ
鏡
や
鉄
の
剣
、
玉
な
ど
は
倭
王
と
の
つ

な
が
り
を
表
す
品
で
し
た
。…

ま
た
、
よ
り
遠
く
へ
と
移
動
す
る

動
き
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。 

 

●
五
章
「
倭
の
前
方
後
円
墳
と
東
ア
ジ
ア
」（
四
四
頁
～
） 

  

日
本
列
島
の
各
地
に
現
れ
た
大
小
の
王
た
ち
や
女
王
た
ち
が
、

大
和
（
い
ま
の
奈
良
県
）
に
い
た
一
人
の
強
力
な
王
（
倭
王
）
を

代
表
と
し
て
ま
と
ま
り
、
政
治
の
し
く
み
を
作
っ
て
い
た
時
代
が

古
墳
時
代
で
す
。
古
墳
の
大
き
さ
や
形
に
は
、
そ
こ
に
ね
む
る
王

の
格
式
や
勢
力
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
前
方
後
円
墳
を
築
い

た
の
は
、
近
畿
地
方
の
中
央
部
に
い
た
倭
王
で
す
。
倭
王
と
手
を

結
ん
だ
各
地
の
王
は
そ
の
し
る
し
と
し
て
、
倭
王
と
同
じ
前
方
後

円
墳
を
、
地
位
や
力
に
応
じ
て
様
々
な
規
模
で
築
き
ま
し
た
。
本

体
を
四
角
く
し
た
前
方
後
方
墳
を
つ
く
っ
て
独
自
の
立
場
を
示
し

た
王
も
い
ま
す
。 

 

円
墳
や
方
墳
は
、
王
た
ち
よ
り
も
下
の
有
力
者
が
築
い
た
も
の

で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
王
ク
ラ
ス
の
規
模
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
古
墳
の
規
模
と
形
に
よ
っ
て
お
互
い

の
身
分
を
認
め
合
う
し
く
み
に
よ
っ
て
、
倭
王
権
は
成
り
立
っ
て

い
ま
し
た
。 
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●
コ
ラ
ム
五
「
ア
ジ
ア
の
な
か
の
古
墳
時
代
」（
五
八
頁
～
） 

  

日
本
列
島
に
古
墳
が
築
か
れ
た
三
世
紀
か
ら
六
世
紀
の
あ
い
だ

に
は
、
朝
鮮
半
島
や
そ
の
周
辺
で
も
、
王
や
有
力
者
の
墓
を
大
き

く
築
く
こ
と
が
流
行
し
ま
し
た
。
倭
王
権
は
、
日
本
列
島
だ
け
で

な
く
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
の
密
接
な
交
流
の
な
か
か
ら
生
み
出
さ

れ
、
古
代
の
国
家
に
向
け
て
発
展
し
た
の
で
す
。 

   

こ
の
よ
う
に
、
次
に
述
べ
る
「
高
校
の
教
科
書
」
が
、
我
が
国

の
古
代
史
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
中
学
や

小
学
校
の
教
科
書
で
は
詳
し
く
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
中
国
の

歴
史
書
に
出
て
く
る
「
邪
馬
台
国
や
卑
弥
呼
」、「
邪
馬
台
国
と
ヤ

マ
ト
王
権
」
な
ど
に
は
触
れ
ら
れ
ず
、…

 

 …

日
本
列
島
の
各
地
に
現
れ
た
大
小
の
王
た
ち
や
女
王
た
ち
が
、

大
和
（
い
ま
の
奈
良
県
）
に
い
た
一
人
の
強
力
な
王
（
倭
王
）
を

代
表
と
し
て
ま
と
ま
り
、
政
治
の
し
く
み
を
作
っ
て
い
た
時
代
が

古
墳
時
代
で
す
。
古
墳
の
大
き
さ
や
形
に
は
、
そ
こ
に
ね
む
る
王

の
格
式
や
勢
力
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。…

 

…

古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
前
方
後
円
墳
を
築

い
た
の
は
、
近
畿
地
方
の
中
央
部
に
い
た
倭
王
で
す
。
倭
王
と
手

を
結
ん
だ
各
地
の
王
は
そ
の
し
る
し
と
し
て
、
倭
王
と
同
じ
前
方

後
円
墳
を
、
地
位
や
力
に
応
じ
て
様
々
な
規
模
で
築
き
ま
し
た
。

本
体
を
四
角
く
し
た
前
方
後
方
墳
を
つ
く
っ
て
独
自
の
立
場
を
示

し
た
王
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
古
墳
の
規
模
と
形
に
よ
っ
て

お
互
い
の
身
分
を
認
め
合
う
し
く
み
に
よ
っ
て
、
倭
王
権
は
成
り

立
っ
て
い
ま
し
た
。…

 

 …

と
近
畿
の
ヤ
マ
ト
王
権
の
存
在
と
特
徴
的
な
古
墳
＝
前
方
後
円

墳
の
み
を
記
述
し
て
い
る
。
小
学
・
中
学
レ
ベ
ル
で
は
、
当
然
な

が
ら
、
結
論
の
出
て
い
な
い
論
争
点
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
大
和
の
強
力
な
王
（
倭
王
）」「
近

畿
地
方
の
中
央
部
に
い
た
倭
王
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
歴
博

の
先
生
の
考
え
が
、
大
和
説
に
あ
る
と
い
え
る
（
後
述
）。 

  

私
自
身
の
小
学
校
・
中
学
校
の
授
業
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
歴
史
に
関
し
て
は
全
く
記
憶
に
な
い
。
私
は
昭

和
十
七
年
（
西
暦
一
九
四
二
年
）
生
れ
、
小
学
校
は
（
多
分
）
昭

和
二
三
年
入
学
か
な
（
北
区
滝
野
川
小
学
校
、
三
年
次
に
文
京
区

林
町
小
学
校
に
転
校
）
。歴
史
の
授
業
が
六
年
生
に
あ
っ
た
と
す
れ

ば
昭
和
二
十
九
年
頃
と
な
る
。
戦
後
の
混
乱
（
戦
前
・
戦
中
の
皇

国
史
観
か
ら
の
脱
皮
）
し
た
歴
史
教
育
が
新
し
い
価
値
観
で
描
か

れ
る
過
程
の
時
代
と
い
え
る
。
も
し
私
が
授
業
で
聞
い
た
と
す
れ

ば
、こ
こ
で
書
か
れ
て
い
る
内
容
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
は
ず
だ
。

（
大
野
） 
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■
高
校
の
日
本
史
の
教
科
書
の
「
古
代
史
」 

  

ネ
ッ
ト
を
調
べ
た
結
果
、
高
校
の
教
科
書
に
関
す
る
記
述
で

私(

筆
者)

の
興
味
を
引
い
た
の
が
、「
デ
ュ
ー
ク
西
郷
」
氏
の
「
邪

馬
台
国
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
教
科
書
の
記
述
」（
二
〇
二
二
・
一

〇
・
四)

で
あ
る
。高
校
教
科
書
と
し
て
次
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。 

山
川
出
版
社
『
詳
説
日
本
史
』（
二
〇
一
六
年
検
定
） 

東
京
書
籍
『
新
選
日
本
史
Ｂ
』（
二
〇
一
六
年
検
定
） 

清
水
書
院
『
高
等
学
校
日
本
史
Ｂ
』（
二
〇
一
六
年
検
定
） 

 

…

現
在
、
高
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
史
の
教
科
書
を
い
く

つ
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。
調
べ
た
中
で
は
、
下
記
の
教
科
書
に
お

い
て
、
邪
馬
台
国
の
場
所
は
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
が
、
畿
内
説

が
有
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
教
科
書
の
シ
ェ
ア
と
し
て
は
、
三
つ
で
七
五
％
く
ら
い
を

占
め
ま
す
。…

 

…

学
習
指
導
要
領
が
変
更
さ
れ
て
、
来
年
（
二
〇
二
三
年
）
四

月
か
ら
は
高
校
の
授
業
で
「
日
本
史
探
究
」
と
い
う
科
目
が
新
設

さ
れ
、
日
本
史
の
教
科
書
も
改
訂
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
新
し
い
教

科
書
で
邪
馬
台
国
の
所
在
地
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か

注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
西
郷
）。…

 

 

 

●
山
川
出
版
社
『
日
本
史
探
究 

詳
説
日
本
史
』（
二
二
年
検
定
） 

 

邪
馬
台
国
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
近
畿
地
方
の
大
和

に
求
め
る
説
と
、
九
州
北
部
に
求
め
る
説
と
が
あ
る
。
近
畿
説
を

と
れ
ば
、
す
で
に
三
世
紀
前
半
に
は
近
畿
中
央
部
か
ら
九
州
北
部

に
お
よ
ぶ
広
域
の
政
治
連
合
が
成
立
し
て
た
こ
と
に
な
り
、
の
ち

に
成
立
す
る
ヤ
マ
ト
政
権
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。 

一
方
、
九
州
説
を
と
れ
ば
、
邪
馬
台
国
連
合
は
九
州
北
部
を
中

心
と
す
る
比
較
的
小
範
囲
の
も
の
で
、
ヤ
マ
ト
政
権
は
そ
れ
と
は

別
に
東
方
で
形
成
さ
れ
、
九
州
の
邪
馬
台
国
連
合
を
統
合
し
た
か
、

あ
る
い
は
邪
馬
台
国
の
勢
力
が
東
遷
し
て
ヤ
マ
ト
政
権
を
形
成
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

※
奈
良
県
桜
井
市
の
纒
向
遺
跡
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
発
掘
調

査
さ
れ
、
三
～
四
世
紀
の
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
大
集
落

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
に
整
然

と
配
置
さ
れ
た
三
世
紀
前
半
期
の
大
型
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
、
の

ち
の
ヤ
マ
ト
政
権
の
王
宮
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。 

 

 
●
清
水
書
院
『
高
等
学
校 

日
本
史
探
究
』（
二
二
年
検
定
） 

 

邪
馬
台
国
は
、
三
世
紀
に
中
国
で
編
ま
れ
た
歴
史
書
「
三
国
志
」
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の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
魏
志
倭
人
伝
」
に
登
場
す
る
。（
中
略
）
邪

馬
台
国
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
近
畿
地
方
（
畿
内
）
と
す
る
説

と
、
九
州
地
方
と
す
る
説
を
中
心
に
、
活
発
な
論
争
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。 

一
方
、「
魏
志
倭
人
伝
」
は
、
魏
の
立
場
で
編
纂
さ
れ
た
史
料
で

あ
る
た
め
、
一
定
の
限
界
も
あ
る
。
そ
こ
で
考
古
資
料
が
注
目
さ

れ
る
。
倭
の
女
王
（
卑
弥
呼
）
が
魏
か
ら
銅
鏡
一
〇
〇
枚
を
授
け

ら
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。そ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
、

前
期
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
三
角
縁
神
獣
鏡
で
あ
る
。 

ま
た
、
二
四
七
年
こ
ろ
に
卑
弥
呼
が
死
去
し
、
直
径
一
〇
〇
歩

あ
ま
り
の
塚
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
そ
の
有
力
候
補
に
、

奈
良
県
桜
井
市
の
三
輪
山
の
麓
に
立
地
す
る
箸
墓
古
墳
が
あ
る
。 

さ
ら
に
、
箸
墓
古
墳
に
隣
接
す
る
纒
向
遺
跡
で
は
、
三
世
紀
の

巨
大
集
落
跡
が
み
つ
か
り
、
都
市
と
み
る
意
見
も
あ
る
。
こ
の
遺

跡
で
は
、
列
島
各
地
の
土
器
が
大
量
に
出
土
し
、
巨
大
な
運
河
な

ど
の
土
木
事
業
の
痕
跡
も
確
認
さ
れ
た
。
東
西
の
軸
線
上
に
は
整

然
と
配
置
さ
れ
た
建
物
群
が
あ
り
、「
宮
室
」
の
一
部
だ
と
す
る
見

方
も
あ
る
。 

  

従
来
の
教
科
書
と
の
比
較
で
は
、
山
川
出
版
社
の
教
科
書
は
、

纒
向
遺
跡
に
つ
い
て
の
説
明
が
詳
し
く
な
り
、
畿
内
説
が
よ
り
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
最
新

の
研
究
成
果
を
反
映
し
て
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
し
て

欲
し
か
っ
た
の
で
す
が
。…

 

…

清
水
書
院
の
教
科
書
で
は
、
考
古
資
料
か
ら
畿
内
説
で
ほ
ぼ

決
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
銅
鏡
一
〇
〇

枚
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
鏡
と
し
て
、
三
角
縁
神
獣
鏡
に
絞

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
勇
み
足
で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
は
思

い
ま
す
。
こ
こ
は
漢
鏡
五
期
～
七
期
の
鏡
も
候
補
に
入
れ
て
お
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
（
西
郷
）。 

   

私
か
ら
見
れ
ば
、
一
六
年
検
定
の
教
科
書
と
、
二
二
年
検
定
の

教
科
書
の
論
争
点
の
記
述
は
、
詳
し
く
な
っ
た
と
は
い
え
さ
ほ
ど

変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
先
端
の
史
学
・
考
古
学
で
こ
の
間
の
進
展

が
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

 

内
容
的
に
、
邪
馬
台
国
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
近
畿
地
方
の

大
和
説
と
、
九
州
北
部
説
と
が
あ
る
、
と
論
争
点
を
明
確
に
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
近
畿
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
、
九
州
の
邪
馬
台
国
連

合
が
別
々
に
存
在
し
て
い
た
。
の
ち
に
ヤ
マ
ト
政
権
が
九
州
邪
馬

台
国
連
合
を
統
合
し
た
と
す
る
説
、
邪
馬
台
国
の
勢
力
が
東
遷
し

て
ヤ
マ
ト
政
権
を
形
成
し
た
と
す
る
説
と
が
あ
る
、
と
論
争
点
を

明
確
に
し
て
い
る
。（
大
野
）。 
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■
社
会
人
向
け
の
日
本
史
教
科
書 

…

『
も
う
い
ち
ど
読
み
と
お
す
山
川
新
日
本
史
』
と
い
う
本
が

先
日
出
版
さ
れ
ま
し
た
の
で
読
ん
で
み
ま
し
た
。
こ
の
本
は
高
校

の
教
科
書
『
新
日
本
史
』（
山
川
出
版
社
）
を
ベ
ー
ス
に
書
か
れ
た

「
社
会
人
向
け
の
日
本
史
教
科
書
」
と
い
う
位
置
付
け
で
す
。
ま

た
執
筆
者
も
高
校
の
教
科
書
『
新
日
本
史
』
と
同
じ
で
す
。
こ
の

本
で
は
邪
馬
台
国
の
所
在
地
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
ま
し
た
（
西
郷
）。…

 

 

■
山
川
出
版
社
『
も
う
い
ち
ど
読
み
と
お
す
山
川
新
日
本
史
』 

（
二
〇
二
二
年
） 

 

邪
馬
台
国
の
所
在
地
に
は
、
大
和
を
考
え
る
近
畿
説
と
、
九
州

北
部
を
想
定
す
る
説
と
が
あ
る
。
近
畿
説
を
と
れ
ば
、
三
世
紀
に

は
近
畿
か
ら
九
州
北
部
に
お
よ
ぶ
広
域
の
政
治
連
合
が
す
で
に
成

立
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
九
州
北
部
説
を
と
れ
ば
邪
馬
台
国
連

合
は
九
州
北
部
を
中
心
と
す
る
地
域
政
権
で
、
日
本
列
島
の
統
一

は
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

所
在
地
に
つ
い
て
は
容
易
に
結
論
は
出
な
い
が
、
古
墳
が
成
立

す
る
時
期
を
三
世
紀
と
す
る
研
究
が
進
む
中
で
、「
ヤ
マ
ト
」
を
中

心
と
す
る
ヤ
マ
ト
政
権
に
邪
馬
台
国
連
合
が
直
接
つ
な
が
る
可
能

性
が
高
く
な
っ
た
。 

 

邪
馬
台
国
の
中
心
部
と
さ
れ
る
候
補
地
の
一
つ
に
、
纏
向
遺
跡

が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
奈
良
盆
地
の
東
南
、
三
輪
山
の
ふ
も
と
に

位
置
し
、
大
量
の
土
器
が
出
土
し
、
大
型
建
物
跡
も
発
見
さ
れ
て

い
る
。
巨
大
な
運
河
な
ど
の
土
木
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
大
規
模

な
集
落
で
あ
り
、
政
治
の
中
心
的
地
域
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
地
に
は
帆
立
貝
型
の
独
特
な
古
墳
が
み
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
は
前
方
後
円
墳
に
先
行
し
、
山
陰
地
方
の
四
隅
突
出
型
墳

丘
墓
、
吉
備
地
方
の
楯
築
墳
丘
墓
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
な
ど
の
弥

生
時
代
後
期
の
大
型
墳
丘
墓
や
、
吉
備
地
方
中
心
に
墳
丘
に
立
て

ら
れ
る
特
殊
壺
・
特
殊
器
台
な
ど
、
各
地
の
文
化
の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
。 

   

「
山
川
新
日
本
史
」
の
著
者
は
、
大
津 

透
氏
で
、
東
京
大
学

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
の
日
本
史
学
講
座
の
教
授
で
あ
る
。

考
古
学
で
は
な
く
古
代
の
文
献
史
学
が
専
門
。
こ
こ
で
詳
し
く
解

説
す
る
よ
り
、
次
の
「
大
学
の
日
本
史
」、
さ
ら
に
次
の
二
章
の
「
古

代
史
の
論
争
」…

京
大
学
派
と
東
大
学
派
、
で
触
れ
て
い
く
こ
と

に
す
る
。（
大
野
） 
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■
大
学
の
「
日
本
史
古
代
」
の
教
材
・
参
考
書 

 
高
校
の
教
科
書
に
は
国
・
文
部
科
学
省
の
「
検
定
」
が
あ
る
が
、

大
学
の
教
科
書
（
？
）、
正
確
に
は
大
学
の
授
業
で
使
う
教
材
・
参

考
書
は
、
自
分
の
研
究
に
則
し
た
内
容
の
も
の
に
な
る
。
つ
ま
り

大
学
や
担
当
教
授
に
よ
っ
て
内
容
が
千
差
万
別
と
な
る
。 

 

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
ら
、
歴
史
の
専
門
書
が
多
い
「
山
川
出

版
社
」
に
「
大
学
の
日
本
史…
教
養
か
ら
考
え
る
日
本
史 

①
古

代
」（
本
格
的
に
歴
史
を
学
び
た
い
人
向
け
の
日
本
史
教
科
書
）
を

見
つ
け
て
購
入
し
た
。 

 

 

「
は
じ
め
に
」
に
放
送
大
学
の
印
刷
教
材
「
日
本
の
古
代
」

（
二
〇
〇
五
年
）
に
新
稿
・
改
稿
の
手
を
加
え
て
新
た
に
再
構
成

し
た
、と
あ
る
。こ
の
本
書
は
二
〇
一
六
年
二
月
第
一
版
で
あ
る
。 

  

こ
の
「…

日
本
史 

①
古
代
」
の
内
容
は 

Ⅰ
部 

原
始
か
ら
大
和
政
権
へ 

Ⅱ
部 

律
令
国
家 

Ⅲ
部 

平
安
王
朝 

Ⅳ
部 

摂
関
時
代
か
ら
院
政
へ 

 

と
大
枠
で
区
分
さ
れ
、古
代
史
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
論
点
は
、

「
Ⅰ
部 

原
始
か
ら
大
和
政
権
へ
」
の
「
３
章 

倭
王
権
の
成
立
」

で
ほ
ぼ
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章
の
内
容
を
引
用
し
て
、

論
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

こ
の
本
で
さ
ら
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

編
集
と
執
筆
者
で
あ
る
。 

編
者
は
、「
佐
藤 

信
（
さ
と
う 

ま
こ
と
）」
一
九
五
二
年
生

れ
、東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
史
学
博
士
課
程
中
退
、

現
在
（
二
〇
一
六
年
）
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
系
研
究
科
教

授
、
と
あ
る
（
注…

現
在
は
名
誉
教
授
）。 

さ
ら
に
、
論
点
と
な
る
「
３
章 

倭
王
権
の
成
立
」
の
執
筆

者
は
、「
倉
本 

一
宏
（
く
ら
も
と 

か
ず
ひ
ろ
）」
一
九
五
八
年

生
れ
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
史
学
博
士
課
程
単

位
修
得
退
学
、
現
在
（
二
〇
一
六
年
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
、
と
あ
る
。 

も
う
一
人
の
執
筆
者
の
「
佐
々
木 

恵
介
（
さ
さ
き 

け
い
す

け
）」
一
九
五
六
年
生
れ
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国

史
学
博
士
課
程
単
位
修
得
退
学
、
現
在
（
二
〇
一
六
年
）
聖
心
女

子
大
文
学
部
教
授
、
と
あ
る
。 

出
版
社
編
集
部
の
意
図
か
、
執
筆
側
の
編
者
の
意
図
か
わ
か

ら
な
い
が
、完
全
に
東
大
学
閥
の
人
選
で
あ
る
。執
筆
の
内
容
が
、

論
点
の
東
大
学
派
（
邪
馬
台
国
・
卑
弥
呼
は
北
部
九
州
と
す
る
説
）

の
通
り
で
あ
る
か
否
か
。
以
下
、
長
い
核
心
部
を
が
引
用
す
る
。 
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■ 
三
章 

倭
王
権
の
成
立 

倉
本
一
宏
（
二
八
頁
～
） 

  

一 

倭
国
連
合
と
邪
馬
台
国 

  

卑
弥
呼
の
共
立 

 

…

弥
生
時
代
後
期
、
二
世
紀
末
か
ら
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の

倭
国
は
、
大
き
な
戦
乱
が
続
い
た
時
代
を
迎
え
た
が
、
こ
れ
ら
の

戦
い
の
過
程
の
な
か
か
ら
、
北
部
九
州
、
出
雲
、
畿
内
、
東
海
と

い
っ
た
列
島
各
地
に
よ
り
広
域
な
ク
ニ
を
ま
と
め
た
連
合
体
が
成

立
し
て
き
た
。…

そ
の
な
か
で
、「
三
国
志
」
魏
書
の…

い
わ
ゆ
る

「
魏
志
倭
人
伝
」
に
描
か
れ
て
い
る
邪
馬
台
国
を
盟
主
と
し
た
倭

国
連
合
の
政
治
や
社
会
に
ふ
れ
た
い
。 

  

ま
ず
、倭
国
連
合
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。「
魏
志
倭
人
伝
」

は
、「
倭
国
大
乱
」
の
後
の
こ
と
と
し
て
、…

卑
弥
呼
と
い
う
女
性

が
倭
国
連
合
の
王
に
共
立
さ
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は

現
在
の
福
岡
県
の
北
部
に
あ
っ
た
伊
都
国
の
王
が
、
倭
国
連
合
の

盟
主
の
座
に
就
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、「
倭
国
大
乱
」
と

い
う
状
況
の
な
か
、
従
来
の
男
王
制
で
は
混
乱
の
収
拾
が
出
来
な

く
な
り
、
そ
の
か
わ
り
と
し
て
聖
俗
の
役
割
分
担
が
明
瞭
な
「
女

王―

男
弟
」
制
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
邪
馬
台
国
と
い
う
の
は
、
中
国
の
三
国
の
う
ち
の
魏
王

朝
と
外
交
関
係
を
も
っ
た
、
お
お
よ
そ
「
三
十
国
」
か
ら
な
る
連

合
体
の
盟
主
と
し
て
中
国
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
「
国
」

に
す
ぎ
ず
、
邪
馬
台
国
が
日
本
列
島
に
お
け
る
最
有
力
の
、
ま
し

て
唯
一
の
権
力
で
あ
っ
た
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
は
、
慎
重
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
魏
に
朝
貢
し
た
の
が
北
部
九

州
の
倭
国
連
合
で
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
の
頃
に
は
畿
内
に

倭
王
権
は
す
で
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
は
呉
に
朝
貢
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。 

  

倭
国
連
合
の
政
治
組
織 

  
…

邪
馬
台
国
を
盟
主
と
す
る
倭
国
連
合
の
政
治
組
織
と
し
て
は
、

ま
ず
伊
都
国
に
注
目
し
た
い
。
伊
都
国
は
、
卑
弥
呼
の
共
立
以
後

も
邪
馬
台
国
以
外
で
は
た
だ
一
国
だ
け
王
を
頂
く
こ
と
を
認
め
て

い
た
。
そ
し
て
、
伊
都
国
に
お
か
れ
て
い
た
一
大
率
は
、…

一
つ

の
政
治
単
位
単
位
で
あ
る
。「
倭
国
大
乱
」
以
前
に
連
合
体
の
盟
主

の
地
位
に
あ
っ
た
伊
都
国
が
、
諸
国
の
検
察
を
行
う
と
い
う
軍
事

的
優
位
性
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
邪
馬
台
国
連
合
成

立
の
経
緯
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
都
国
は
、

「（
帯
方
）
郡
使
の
往
来
常
に
駐
ま
る
所
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
帯
方
郡
と
の
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
伊
都
国

を
通
じ
て
威
信
財
が
分
与
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り 
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邪
馬
台
国
と
を
盟
主
と
す
る
倭
国
連
合
は
、
伊
都
国
が
俗
権
力
を

代
表
し
、
邪
馬
台
国
が
聖
権
力
を
代
表
す
る
形
で
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

  

ま
た
、
各
国
に
お
か
れ
た
地
位
と
し
て
官
（
ま
た
は
大
官
）
と

副
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
官
と
い
う
の
は
、
も
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ニ
の
首
長
で
あ
っ
た
も
の
が
、
連
合
体
の
成
立
に
際
し
て
、
そ

の
地
位
を
認
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る…

。
ク
ニ
ご
と
に
そ
の

名
称
が
異
な
っ
て
い
る
。
倭
国
連
合
と
い
う
も
の
が
、
ク
ニ
ご
と

の
政
治
的
な
主
体
性
を
残
し
た
う
え
で
、
卑
弥
呼
を
共
立
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
、
緩
や
か
な
政
治
連
合
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。 

 
 

 

副
と
し
て
は
、
四
つ
の
ク
ニ
に
お
い
て
、
共
通
し
て
卑
奴
母
離

（
ひ
な
も
り
）
と
い
う
地
位
が
お
か
れ
て
い
る
。…

辺
地
を
守
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
各
ク
ニ
に
共
通
し
て
同
じ
名
で
見
え
る

こ
と
か
ら
、
邪
馬
台
国
（
あ
る
い
は
伊
都
国
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
、

一
種
の
軍
事
的
な
地
方
官
で
あ
っ
た
可
能
性
も
存
在
す
る
。 

 

倭
国
連
合
の
外
交 

  

こ
こ
で
当
時
の
国
際
情
勢
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
当
時
、
中

国
で
は
魏
・
蜀
・
呉
の
三
国
が
対
峙
し
て
い
た
が
、
河
北
の
魏
が

遼
東
地
方
の
半
独
立
政
権
で
あ
っ
た
公
孫
氏
を
滅
ぼ
し
て
朝
鮮
半

島
の
帯
方
郡
を
接
収
す
る
や
、
卑
弥
呼
を
盟
主
と
す
る
倭
国
は
、

す
ぐ
さ
ま
魏
と
の
外
交
関
係
を
築
い
た
。…

新
し
い
東
ア
ジ
ア
情

勢
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  

ま
ず
、
二
三
九
年
（
魏
の
景
初
三
年
）
六
月
、
卑
弥
呼
は
使
者

を
洛
陽
に
送
り
、
明
帝
か
ら
「
親
魏
倭
王
」
に
冊
封
さ
れ
、
金
印

紫
綬
を
授
け
ら
れ
た
。
翌
二
四
〇
（
正
始
元
）
年
、
魏
は
倭
に
使

い
を
遣
わ
し
て
詔
書
・
印
綬
を
拝
仮
し
、
鏡
な
ど
下
賜
し
た
。
そ

の
後
、
二
四
三
に
も
倭
王
は
魏
に
遣
使
し
、
二
四
五
年
に
は
魏
は

黄
憧
（
こ
う
ど
う
）
を
倭
に
仮
授
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
四
七
年

に
は
、
卑
弥
呼
は
狗
奴
国
と
の
交
戦
を
魏
に
伝
え
た
が
、
魏
は
軍

事
司
令
官
を
遣
わ
し
、
詔
書
・
横
憧
・
激
を
倭
に
仮
授
し
て
い
る
。 

  

卑
弥
呼
と
し
て
は
鉄
製
の
武
器
や
生
産
用
具
、
鏡
や
剣
と
い
っ

た
威
信
財
が
国
内
で
は
生
産
で
き
な
い
当
時
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ

ら
を
魏
か
ら
入
手
し
て
連
合
体
内
の
ク
ニ
に
分
与
し
た
り
、
冊
封

を
受
け
て
倭
国
王
と
認
め
ら
れ
た
り
、
檄
文
を
下
賜
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
。
連
合
体
の
盟
主
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
、
敵
対
す

る
狗
奴
国
と
の
交
戦
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。 

  

こ
の
よ
う
に
魏
が
倭
国
を
優
遇
し
た
背
景
と
し
て
は
、
呉
の
海
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上
支
配
に
対
抗
す
る
た
め
と
の
指
摘
が
あ
る
。
公
孫
氏
滅
亡
後
、

呉
と
倭
王
権
が
直
接
外
交
関
係
を
持
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
魏
と

し
て
は
狗
奴
国
の
背
後
に
呉
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

こ
の
時
に
卑
弥
呼
が
魏
か
ら
封
じ
ら
れ
た
「
親
魏
倭
王
」
と
い
う

称
号
、
か
つ
て
の
「
倭
の
奴
国
の
王
」
と
異
な
り
、
倭
国
全
体
の

王
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

二 

纏
向
遺
跡
と
前
方
後
円
墳
の
成
立 

 

纏
向
遺
跡
と
前
方
後
円
墳 

  

大
和
盆
地
南
東
部
の
三
輪
山
の
山
麓
、
三
世
紀
よ
り
以
前
に
は

何
も
な
か
っ
た
無
人
の
地
に
、
全
く
新
し
く
政
治
的
に
出
現
し
た

纏
向
（
ま
き
む
く
）
遺
跡
は
、
全
国
各
地
か
ら
搬
入
さ
れ
た
土
器

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
全
国
的
な
性
格
を
も
つ
、
初
期
倭
王
権

の
王
宮
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

纏
向
遺
跡
の
特
徴
は
、
第
一
に
直
径
一
・
五
キ
ロ
か
ら
二
キ
ロ

と
い
う
非
常
に
大
き
な
遺
跡
で
、
三
世
紀
に
な
っ
て
は
じ
め
て
造

営
さ
れ
、約
一
〇
〇
年
間
経
営
さ
れ
て
消
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
、

第
二
に
こ
の
遺
跡
が
出
現
す
る
と
、
日
本
列
島
の
物
流
が
こ
の
遺

跡
を
中
心
に
始
ま
る
と
い
う
こ
と
、
第
三
に
も
つ
と
も
古
い
前
方

後
円
墳
が
こ
の
遺
跡
の
な
か
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に

「
日
本
書
紀
」
に
み
え
る
倭
王
権
の
古
い
宮
都
の
伝
承
を
も
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

  

こ
の
纏
向
の
地
に
初
期
倭
王
権
の
最
初
の
王
宮
が
地
理
的
な
意

味
は
、
西
に
対
し
て
初
瀬
川→

大
和
川
を
く
だ
る
と
大
阪
湾
に
出

て
、
瀬
戸
内
を
へ
て
朝
鮮
半
島
や
中
国
へ
の
ル
ー
ト
が
開
け
る
と

い
う
こ
と
、
東
に
対
し
て
は
伊
勢
に
出
る
交
通
の
要
と
し
て
、
東

国
支
配
に
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。 

  

三
世
紀
初
頭
に
出
現
し
た
纏
向
の
集
落
遺
跡
は
、
石
塚
古
墳
・

勝
山
古
墳
・
矢
塚
古
墳
・
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
な
ど
纏
向
型
前
方
後
円

墳
を
と
も
な
い
な
が
、
四
つ
の
建
物
が
東
西
の
中
心
軸
を
境
に
南

北
に
均
等
に
振
り
分
け
ら
れ
る
と
い
う
「
宮
殿
居
館
」
を
出
現
さ

せ
た
。
発
瀬
川
と
遺
跡
の
中
心
部
、
そ
し
て
箸
墓
古
墳
を
結
ぶ
幅

が
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
運
河
が
つ
く
ら
れ
る

の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て
三
世
紀
後
半
、
大
規
模
遺
跡
の
出

現
と
と
も
に
、
の
ち
に
ふ
れ
る
箸
墓
古
墳
を
造
営
し
、
居
館
は
山

手
に
移
築
さ
れ
る
。
四
世
紀
に
な
る
と
、
突
如
と
し
て
纏
向
か
ら

生
活
の
痕
跡
が
な
く
な
る
。 

  
纏
向
は
ま
っ
た
く
政
治
的
な
集
落
、
と
い
う
よ
り
、
王
宮
と
称

す
べ
き
遺
跡
な
の
で
あ
る
。
弥
生
時
代
の
環
濠
集
落
が
周
囲
を
防

御
施
設
で
守
ら
れ
た
集
落
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
纏
向
遺
跡
は
運
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河
で
全
国
各
地
や
朝
鮮
・
中
国
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
、
全
く
新

し
い
性
格
を
持
つ
王
宮
な
の
で
あ
っ
た
。 

 

  

倭
王
権
の
成
立
と
軌
を
一
つ
に
し
て
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳

は
、近
年
の
考
古
学
の
成
果
に
よ
れ
ば
、三
世
紀
中
葉
に
出
現
し
、

三
世
紀
後
半
に
最
初
の
巨
大
前
方
後
円
墳
と
し
て
箸
墓
古
墳
（
二

八
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
）
が
築
造
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
四

世
紀
中
頃
に
か
け
て
、
ヤ
マ
ト
の
地
に
は
、
西
殿
塚
古
墳
（
二
三

四
メ
ー
ト
ル
）→

桜
井
茶
臼
山
古
墳
（
二
〇
七
メ
ー
ト
ル
）→

メ

ス
リ
山
古
墳
（
二
二
四
メ
ー
ト
ル
）→
行
燈
山
古
墳
（
二
四
二
メ

ー
ト
ル
）→

渋
向
山
古
墳
（
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
一
連
の
巨
大

前
方
後
円
墳
が
造
営
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
初
期
倭
王
権
の
盟
主
墳

と
考
え
ら
れ
る
。 

  

前
方
後
円
墳
は
、
近
藤
義
郎
氏
に
よ
る
と
、
ろ
そ
の
成
立
当
初

か
ら
、
前
方
部
が
か
な
り
発
達
し
て
大
き
く
高
く
な
っ
て
い
る
前

方
後
円
形
と
い
う
墳
丘
、
竪
穴
式
石
室
の
な
か
に
割
竹
形
木
棺
を

入
れ
る
と
い
う
埋
葬
施
設
、
鏡
・
鉄
製
武
器
・
玉
類
を
大
量
に
副

葬
す
る
と
い
う
副
葬
品―

―

弥
生
時
代
の
段
階
で
は
北
部
九
州
に

の
み
み
ら
れ
、
近
畿
地
方
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
風
習
で
あ
る―

―

葺
石
（
ふ
き
い
し
）・
埴
輪
と
い
う
外
表
施
設
な
ど
に
強
い
画
一

性
あ
る
い
は
統
一
性
を
有
し
て
い
た
。 

 

 

そ
れ
ら
の
諸
特
徴
は
、
吉
備
・
山
陰
・
播
磨
・
北
部
九
州
・
近

畿
な
ど
の
諸
地
域
の
弥
生
墳
丘
墓
の
特
徴
を
統
合
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
葬
制
が
各
地
に
波
及
し
た
こ
と
は
、
地
域
首
長
と
大
和

連
合
と
が
祖
霊
の
世
界
を
共
通
に
す
る
擬
制
的
同
祖
同
族
関
係
に

入
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
近
藤
氏
は
、
前
方
後
円
墳

の
成
立
の
背
後
に
、
大
和
連
合
を
盟
主
と
す
る
畿
内
お
よ
び
周
辺

諸
部
族
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
諸
部
族
、
北
東
九
州
お
よ
び
山
陰
の
諸

部
族
の
政
治
的
・
祭
祀
的
結
集
の
形
成
を
想
定
し
て
い
る
。 

  

倭
王
権
の
成
立 

  

こ
の
政
治
的
・
祭
祀
的
結
集
こ
そ
、
倭
王
権
の
成
立
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
箸
墓
古
墳
と
相
似
形
で
規
模
を
二
分
の

一
な
ど
に
縮
小
し
た
出
現
期
古
墳
が
全
国
に
存
在
す
る
こ
と
は
、

倭
王
権
の
盟
主
と
地
方
豪
族
の
あ
い
だ
に
政
治
連
合
的
関
係
が
結

ば
れ
、
同
祖
同
族
意
識
を
共
有
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
強
く
示

唆
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
考
古
学
的
な
成
果
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
短
絡
的
に
記
紀
の
伝
え
る
「
大
和

朝
廷
」
と
地
方
勢
力
と
の
戦
い
の
結
果
と
結
び
つ
け
た
り
、
初
期

倭
王
権
の
盟
主
墳
と
記
紀
の
伝
え
る
「
天
皇
」
と
結
び
つ
け
た
り

す
る
の
は
、
全
く
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
万
世
一
系
の
天
皇
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系
譜
と
い
う
の
は
、全
く
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

倭
王
権
の
盟
主
を
示
す
血
縁
集
団
す
ら
、
六
世
紀
ま
で
固
定
さ
れ

て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

初
期
倭
王
権
の
段
階
で
は
、
盟
主
も
大
和
盆
地
の
各
集
団
か
ら

持
ち
回
り
で
出
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
地
方
豪
族
と
の
関
係

も
、
ゆ
る
や
か
な
政
治
同
盟
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
で
あ
ろ
う
。 

  

三 

邪
馬
台
国
連
合
の
終
焉
と
倭
王
権
の
成
立 

  

邪
馬
台
国
を
盟
主
と
す
る
倭
国
連
合
の
終
焉
と
倭
王
権
の
成
立

の
年
代
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。「
魏
志
倭
人
伝
」
に
よ
る
と

卑
弥
呼
の
死
後
、
俗
王
と
し
て
の
男
王
を
立
て
る
と
、
大
乱
が
再

び
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
ふ
た
た
び
聖
王
と
し
て
卑
弥
呼
の
宗
女
で

あ
る
十
三
歳
の
壱
与
（
も
し
く
は
台
与
）
を
女
王
に
立
て
る
と
、

国
中
が
定
ま
っ
た
と
あ
る
。 

  

壱
与
（
台
与
）
は
魏
に
遣
使
し
た
と
み
え
る
が
、
そ
れ
は
西
暦

二
五
〇
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
二
六
五

年
に
魏
が
滅
ぶ
と
、
新
ら
た
に
建
国
し
た
晋
に
、
二
六
六
年
に
「
倭

人
」
が
遣
使
し
て
貢
物
を
献
上
し
て
い
る
（
晋
書
・
武
帝
記
）。 

 

こ
の
二
六
六
年
の
「
倭
人
」
も
壱
与
で
あ
っ
た
可
能
性
も
ま
っ

た
く
く
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
「
倭
」
は
、
邪

馬
台
国
を
盟
主
と
す
る
倭
国
連
合
か
、
は
た
ま
た
大
和
盆
地
に
成

立
し
た
倭
王
権
か
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
三
世
紀
後
半

に
は
、
さ
に
述
べ
た
纏
向
遺
跡
と
前
方
後
円
墳
に
象
徴
さ
れ
る
倭

王
権
が
、
す
で
に
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、 

  

た
だ
こ
の
事
実
を
も
っ
て
、
倭
国
連
合
か
ら
倭
王
権
へ
と
中
央

権
力
が
直
接
継
承
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
邪
馬
台
国
が
す
な
わ
ち
倭

王
権
で
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
は
、
ま
っ
た
く
な
い
も
の
と
考
え

た
い
。
む
し
ろ
、
別
個
の
権
力
連
合
と
し
て
、
三
世
紀
後
半
に
は

北
部
九
州
の
倭
国
連
合
と
大
和
盆
地
の
倭
王
権
が
併
存
し
て
お
り
、

も
っ
と
あ
と
の
時
代
に
、
倭
王
権
が
よ
り
大
き
な
政
治
権
力
と
な

っ
た
と
考
え
る
べ
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

  

そ
も
そ
も
、
纏
向
遺
跡
が
邪
馬
台
国
だ
と
す
る
と
、
こ
の
偉
大

遺
跡
が
三
世
紀
に
な
っ
て
突
然
出
現
し
た
こ
と
の
意
味
が
解
け
な

い
。
そ
れ
ま
で
卑
弥
呼
た
ち
は
唐
古
・
鍵
遺
跡
（
奈
良
県
田
原
本

町
）
に
で
も
居
住
し
、
集
団
で
纏
向
に
移
住
し
た
と
で
も
説
明
す

る
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
前
方
後
円
墳
に
副
葬
さ
れ

た
品
々
が
鏡
・
剣
・
玉
と
い
う
、
北
部
九
州
に
特
有
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
前
方
後
円
墳
と
い
う
葬
制
が
成
立
し
た
際
に
、
畿

内
と
の
あ
い
だ
に
政
治
的
な
同
盟
関
係
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
強

く
示
唆
し
て
い
る
。 
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「
魏
志
倭
人
伝
」
に
記
さ
れ
た
帯
方
郡
か
ら
邪
馬
台
国
ま
で
の

里
程
に
あ
ま
り
意
味
が
な
い
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
で

も
こ
の
里
程
記
事
を
素
直
に
読
む
限
り
で
は
、「
水
行
十
日
、
陸
行

一
月
」
と
い
う
の
を
帯
方
郡
か
ら
邪
馬
台
国
ま
で
の
「
万
二
千
里
」

と
い
う
距
離
か
ら
、
帯
方
郡
か
ら
伊
都
国
ま
で
の
距
離
を
引
き
算

す
れ
ば
、
邪
馬
台
国
は
伊
都
国
の
南
千
数
百
里
に
な
る
。
他
の
国

同
士
の
距
離
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
せ
い
ぜ
い
数
十
キ
ロ
程
度
、

筑
紫
平
野
南
部
の
ど
こ
か
に
落
ち
着
く
の
で
あ
る
。 

  

先
に
も
述
べ
た
が
、
三
国
の
う
ち
で
魏
に
朝
貢
し
た
の
が
北
部

九
州
の
倭
国
連
合
で
、
そ
の
頃
に
は
畿
内
に
は
保
王
権
が
成
立
し

て
お
り
、
そ
ち
ら
は
呉
の
ほ
う
に
朝
貢
し
て
い
た
と
考
え
て
も
何

ら
差
し
支
え
は
な
い
の
で
あ
る
。
呉
に
は
「
三
国
志
」
で
は
本
紀

も
夷
狄
列
伝
も
作
ら
れ
て
い
な
い
。
呉
の
外
交
記
録
は
散
逸
し
し

ま
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

呉
と
倭
の
交
流
は
、
山
梨
県
の
鳥
居
原
狐
塚
古
墳
、
兵
庫
県
の

安
倉
高
塚
古
墳
、
京
都
の
上
狛
古
墳
な
ど
、
呉
の
年
号
を
刻
さ
れ

た
銘
文
を
も
つ
神
獣
鏡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
中
国
の
古
地
図
で
は
、
十
四
世
紀
に
元
図
が
で
き
た
「
広

輪
彊
里
図
」
や
「
広
輿
図
」
を
は
じ
め
、
明
の
時
代
く
ら
い
ま
で

は
、「
日
本
国
」
と
「
倭
」
は
別
の
島
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

 

 

大
和
盆
地
で
大
き
な
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
と
す
ぐ
邪
馬
台
国
と

結
び
つ
け
た
り
、
大
き
な
古
墳
が
あ
る
と
す
ぐ
に
卑
弥
呼
や
壱
与

の
墳
墓
だ
と
考
え
て
大
騒
ぎ
す
る
の
は
い
や
し
く
も
研
究
レ
ベ
ル

で
は
避
け
る
べ
き
態
度
で
あ
ろ
う
。 

  

そ
も
そ
も
、
日
本
列
島
各
地
の
多
様
な
政
治
勢
力
の
存
在
を
認

め
ず
に
、
邪
馬
台
国
連
合
が
日
本
列
島
の
最
有
力
な
、
ま
し
て
唯

一
の
政
治
権
力
と
考
え
た
り
、
そ
れ
が
「
ヤ
マ
ト
政
権
」
そ
の
も

の
で
あ
っ
て
、
の
ち
の
天
皇
家
に
つ
な
が
る
政
治
権
力
で
あ
る
と

主
張
し
た
り
す
る
発
想
に
こ
そ
、
恐
ろ
し
い
意
図
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
勘
ぐ
り
た
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

   

こ
こ
で
引
用
し
た
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
（
注
・
太
字
）
に
東
大
学

派
（
卑
弥
呼
の
邪
馬
台
国
は
北
部
九
州
、
邪
馬
台
国
連
合
と
ヤ
マ

ト
政
権
は
別
の
政
治
権
力
）の
主
張
・
学
説
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。 

放
送
大
学
の
講
座
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
と
す
れ
ば
、
か
な
り
挑
発

的
な
フ
レ
ー
ズ
が
出
て
く
る
。
明
ら
か
に
、
京
都
学
派
の
、
邪
馬

台
国
は
大
和
説
、
卑
弥
呼
・
壱
与
の
邪
馬
台
国
は
、
の
ち
の
大
王
・

天
皇
家
の
祖
先
に
連
な
る
、
と
の
学
説
に
対
抗
し
て
い
る
。
続
き

は
、
次
の
第
二
章
の
「
古
代
史
の
論
争
」…

東
大
と
京
大
の
学
派
、 

で
さ
ら
に
深
化
し
た
い
（
大
野
）。 


